
トモヤは、ネパールの　ともだち　シバの　いえにやって
きました。
「いっしょに　ごはんをたべようよ。」
シバに　さそわれて、おひるごはんを　いただくことにし

ました。
「おはしは、どこ？」
「ないよ。ぼくの　いえは、てで　たべるんだ。」
シバは、てで　ごはんを　すくうと、きように　たべてみ

せました。
「すごいな。」
「みぎてを　シャベルみたいな　かたちにするんだ。シャベ
ルと　おやゆびで　りょうりをつかむ。ゆびのうえに　の
せて、はこぶんだよ。トモヤも、やってみなよ。」
「やった。できたよ。」
「こういうのを、『てしょく』っていうんだ。」
トモヤは、あたらしいことが　できて　うれしくかんじま

した。そのひの　ばんごはんでは、トモヤは　いえでも『てしょ
く』を　やってみました。すると、おかあさんがびっくりし
ました。

トモヤは『てしょく』を　やめるべきでしょうか。あなたの　
かんがえと　りゆうをかきましょう。

はなしあって　かんがえたことを　かきましょう。

ねん　　　くみ　（　　　　　　　　　　　　）

「やめなさい！　なに、おげひんなことを　しているの！」
「これは『てしょく』だよ。きょう、シバに　おしえてもらっ
たんだ。」
「ここは　にほんなんだから、ダメ。やめなさい。」
どうしてダメなの？　

げひんじゃないのに。
トモヤは　ふしぎで　
なりませんでした。
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